
MIS23-P06 会場:コンベンションホール 時間:5月 24日 16:15-17:30

下北半島沖三陸沖堆積盆地における熱物性の深度分布
Thermal properties of the sedimentary rocks at Site C0020, IODP Expedition 337 in
Sanriku-oki basin
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堆積盆地の熱物性は、現在の地下深部の温度構造の決定や有機物の熟成過程などを評価するうえで重要なパラメータで
ある。そのため、国際統合掘削計画（IODP）の船上のルーティンワークの一つとして熱伝導率測定がある。しかし、地
下深部の非定常な熱拡散・移動過程を理解するためには、熱伝導率だけでなく、熱拡散率と比熱を評価する必要がある。
そこで本研究では、IODP第 337次研究航海によって採取された下北半島沖の三陸沖堆積盆地深部における熱物性の測定
を行い、熱物性の深度分布を評価した。熱伝導率と熱拡散率の測定はホットディスク法（Hot Disk AB社製、TPS1500）
を用いて行った。ホットディスク法は熱伝導率と熱拡散率を同時に測定できるメリットがある。本研究では 4�長さの
半割試料（half round core）と断熱材（発砲ポリエチレン、熱伝導率＝ 0.034W/mK）の間にホットディスクセンサーを挟
んで測定した。測定は室温下で上載荷重を 4.9Nかけた状態で、35パーミルの NaCl溶液を試料に飽和させて行った。
熱伝導率は 0.4W/mK～2.9 W/mKまでばらつきを示した。ただし、砂岩とシルト岩に着目すると、1.4W/mKから 1.9

W/mKまで深部方向に緩やかに熱伝導率が増加する傾向が認められた。また、褐炭は非常に低い熱伝導率を示し、炭酸
塩鉱物によるセメンテーションを強く受けた堆積岩は高い熱伝導率を示した。「ちきゅう」船上では非定常熱線法（TeKa
社製 TK04使用）により熱伝導率を測定したが、本研究で測定した熱伝導率とほぼ同じ値と傾向を示した。熱拡散率も
熱伝導率と同様に深部方向に対して約 0.5 mm2/sから約 0.9 mm2/sと緩やかに増加する傾向が認められた。また海底下
1,900～2,000m深度では岩石の種類による熱拡散率のばらつきが認められ、褐炭は 0.16 mm2/sと非常に低い値を示した
のに対して、未固結粗粒砂岩は 1.9 mm2/sと高い値を示した。砂岩・シルト岩の熱伝導率の増加は、間隙率の減少と調和
的である。一方、褐炭とセメントを被った堆積岩の熱伝導率は、間隙構造や化学組成の違いを反映しているものと考え
られる。熱拡散率は熱伝導率の増加とともに指数関数的に増加したが、海底下 1,930～1,970m深度で認められる未固結
粗粒砂岩については、その傾向から外れた特徴を示した。本研究では、大気圧下で熱物性を測定しているため、実際の
地下深部の熱物性よりも低い値を示す可能性が高い。そのため、熱物性を決定する要素（間隙率・内部構造）を明らか
にすることにより、間接的に地下深部の熱物性値を推定することが期待される。
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